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\ 家庭・地域で守ろう！ /

スマホ世代
子どもたち

近
年
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
機
器（
以

下
、ス
マ
ホ
等
）を
用
い
て
、日
常
的
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。ス

マ
ホ
等
は
便
利
で
生
活
等
に
必
要
な
も
の
で
は

あ
り
ま
す
が
、使
い
方
に
よ
っ
て
は
思
わ
ぬ
事

態
に
発
展
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

自
由
な
時
間
が
増
え
、子
ど
も
た
ち
が
ス
マ

ホ
等
を
利
用
す
る
機
会
が
多
く
な
る
夏
休
み
。

適
切
な
ス
マ
ホ
等
と
の
付
き
合
い
方
、使
い
方

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？�
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導
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世
界
保
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機
関
）は
、ゲ
ー
ム
の
時

間
や
頻
度
を
自
ら
制
御
で
き
な
い
な
ど
、家
族

間
や
頻
度
を
自
ら
制
御
で
き
な
い
な
ど
、家
族

関
係
や
社
会
的
な
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

関
係
や
社
会
的
な
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
状
態
を「
ゲ
ー
ム
障
害
」と
し
て
、疾
病
の

い
る
状
態
を「
ゲ
ー
ム
障
害
」と
し
て
、疾
病
の

１
つ
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

１
つ
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
同
じ
よ
う
な
依
存

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
同
じ
よ
う
な
依
存

性
が
あ
り
、本
市
で
も
ネ
ッ
ト
依
存
が
疑
わ
れ

性
が
あ
り
、本
市
で
も
ネ
ッ
ト
依
存
が
疑
わ
れ

る
児
童
生
徒
が
一
定
数
い
ま
す
。

る
児
童
生
徒
が
一
定
数
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
ゲ
ー
ム
障
害
や
ネ
ッ
ト
依

子
ど
も
た
ち
が
ゲ
ー
ム
障
害
や
ネ
ッ
ト
依

存
に
な
ら
な
い
よ
う
、家
庭・地
域
で
次
の
こ

存
に
な
ら
な
い
よ
う
、家
庭・地
域
で
次
の
こ

と
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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ッ
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も
注
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！

「
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
」に
も
注
意
！

本
市
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
い

本
市
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
い

じ
め
の
件
数
は
、年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。個

じ
め
の
件
数
は
、年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。個

人
情
報
の
流
出・著
作
権
の
侵
害・Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

人
情
報
の
流
出・著
作
権
の
侵
害・Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
の
い
じ
め・嫌
が
ら
せ
や
誹
謗
中
傷
な
ど
、

で
の
い
じ
め・嫌
が
ら
せ
や
誹
謗
中
傷
な
ど
、

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
や
ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
や
ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ

た
大
人
が
小・中
学
生
に
接
触
す
る
と
い
っ
た

た
大
人
が
小・中
学
生
に
接
触
す
る
と
い
っ
た

危
険
な
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

危
険
な
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
等
に
関
す
る
知
識
や
情
報
モ
ラ
ル

ス
マ
ホ
等
に
関
す
る
知
識
や
情
報
モ
ラ
ル

が
不
十
分
な
子
ど
も
は
、ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
等

が
不
十
分
な
子
ど
も
は
、ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
等

の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
ま
す
。ス

の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
ま
す
。ス

マ
ホ
等
を
持
つ
小
学
生
も
増
え
、今
後
は
ト
ラ

マ
ホ
等
を
持
つ
小
学
生
も
増
え
、今
後
は
ト
ラ

ブ
ル
等
の
低
年
齢
化
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ブ
ル
等
の
低
年
齢
化
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ス
マ
ホ
等
の
使
い
方
や
情
報
モ
ラ
ル
に
つ

ス
マ
ホ
等
の
使
い
方
や
情
報
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
、家
庭
で
話
し
合
っ
た
り
、地
域
の
皆
さ
ん

い
て
、家
庭
で
話
し
合
っ
た
り
、地
域
の
皆
さ
ん

も
一
緒
に
考
え
た
り
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た

も
一
緒
に
考
え
た
り
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た

ち
を
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

ち
を
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

※県が本市の小・中学校を対象に実施した調査の結果より

▼�

家
族
で
ス
マ
ホ
等
の
使
用
ル
ー
ル
を

決
め
る

▼�

保
護
者
自
身
の
ス
マ
ホ
等
の
利
用
状

況
を
見
直
す

▼�

子
ど
も
に
様
々
な
体
験
の
機
会
を
提

供
す
る

▼
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
を
持
つ

【
詳
し
く
は
、５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
】

データで見る 子どもたちの
インターネットを取り巻く現状

小学生 （調査人数：2,388人）

令和6年度

令和5年度

令和4年度

令和3年度

令和6年度

令和5年度

令和4年度

令和3年度

令和6年度令和 5年度令和 4年度

�ネット依存が疑われる　 �要注意　 �問題なし

�小学校　 �中学校

3.8%3.8% 22.4% 73.8%

2.2%2.2% 22.7% 75.1%

3.6%3.6% 22.6% 73.8%

4.7%4.7% 23.5% 71.8%

5.8%5.8% 37.8% 56.4%

5.5%5.5% 35.0% 59.5%

5.3%5.3% 35.8% 58.9%

3.4%3.4% 35.4% 61.2%

11件

16件 15件 15件

31件

16件

ネット依存のリスク

中学生 （調査人数：1,369人）

ネットトラブルの発生件数
※市が把握している件数
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情
報
モ
ラ
ル
講
座
な
ど
の
開
催

情
報
モ
ラ
ル
講
座
な
ど
の
開
催

有
識
者
を
招
き
、小・中
学
校
で
保
護
者

も
参
加
で
き
る
情
報
モ
ラ
ル
講
座
や
ネ
ッ

ト
依
存
対
策
講
座
を
開
催
。ま
た
、地
域
の

方
と
共
に
情
報
モ
ラ
ル
の
重
要
性
と
安
全

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

��

情
報
モ
ラ
ル
を
学
べ
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
導
入

情
報
モ
ラ
ル
を
学
べ
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
導
入

全
小・中
学
校
に
お
い
て
、動
画
で
簡
単

に
情
報
モ
ラ
ル
が
学
べ
る
デ
ジ
タ
ル
教
材

「
エ
ン
サ
ッ
プ
」を
導
入
。児
童・生
徒
１
人

１
台
ず
つ
配
備
し
た
端
末
を
活
用
し
、効
果

的
に
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
用

ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
用

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
い
じ
め
や
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
な
が
る
書
き
込
み
が
行
わ
れ
て
い
な

い
か
を
定
期
的
に
調
査
す
る「
ネ
ッ
ト
パ
ト

ロ
ー
ル
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。誹
謗
中
傷
や

個
人
情
報
な
ど
は
、必
要
に
応
じ
て
サ
イ
ト

管
理
者
へ
削
除
依
頼
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
講
座
を
開
催

地
域
で
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
講
座
を
開
催

「
地
区
青
少
年
健
全
育
成
部
」の
取
組
と
し

て
、各
地
区
で
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
講
座

な
ど
を
開
催
。地
域
全
体
で
情
報
モ
ラ
ル
を

高
め
る
こ
と
で
、ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
し
、安
全

で
健
全
な
環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

市
の
取
組

保護者自身のスマホ等の
利用状況を見直す

地域の子どもたちと
関わりを持つ

子どもに様々な体験の
機会を提供する

現実の世界で寂しさを感じ、インターネットの世
界に逃避してしまうケースがあります。あいさつを
するなど、地域の方から積極的に子どもたちへ関わ
ることで、日常生活の中での安心感につながります。

保護者がスマホ等を長時間利用していると、子ど
ももその影響を受けやすくなります。まずは保護者
自身がスマホ等の使い方を見直しましょう。

保護者が一方的に決めたルールは、子どもが納得
できず、破られてしまう可能性があります。家庭で話
し合い、納得できるルールを決めましょう。

子どもにオンラインではない実体験（自然体験・
スポーツ・芸術・ボランティア活動など）の機会を提
供することで、関心が広がり、ネット依存の抑制・防
止につながります。

家庭 家庭

家庭
・

地域
地域

家族でスマホ等の使用
ルールを決める

家庭・地域へのお願い家庭・地域へのお願い
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